
お盆休みが過ぎると例年は少し暑さが緩むのですが、今年はまだまだ残暑が厳しい様子ですので、皆様熱
中症等に気を付けて頑張ってください。
又8月・9月・10月と社員の外部研修なども続きます。社内外でも学ぶ機会を提供しておりますので、指名

を受けた方はしっかりと学んで、その学んだことを同僚や後輩に伝えられるようにして頂きたく思います。
今月は8月に実施しました、大阪の班長・班長代理対象「若手リーダー基礎力強化」研修から、ポイント

となります3つの事柄に関してお話したく思います。

ポイント1は、米国心理学者アブラハム・マズローによって考案された欲求ピラミッドについてです。欲
求には基本的に、最下層から順に「生理的欲求」「安全の欲求」「社会的欲求」「承認欲求」「自己実現の
欲求」があると言われていますが、近年このピラミッドの最上部に「自己超越欲求」があるという話をいた
しました。この「自己超越欲求」とは、自我が消え、すべきことに集中する心理状態のこと。つまり好きな
テレビやゲーム、読書などをしているとあっという間に時間が過ぎている。この体験がより豊かな質の高い
ものとなっている。転じて、職人（プロフェッショナル）の世界とはこのようなことで、時間を忘れてしま
うほどに仕事に没頭している世界を指す。だからこそ仕事が楽しい、このような「自己超越」に近づくこと
が大切であります。
多くの職業人は、「承認欲求」他人から認められたい。私はこれもあれもやってきた凄いでしょ。私の価値
を認めてよ。的な欲求で止まっています。ぜひ「自己超越」の世界へ到達できるように共に頑張りましょう。
ポイント2は、的確な指示の出し方です。又指示を出すのは「自らの為ではなく、相手にするもので、

（解決の道筋を掲示しあげるものです。）相手の能力や経験年数を考えてやらないといけない。（自分と比
べてどうのこうの言わない）常に仕事状況を考えて指示を出す。又必ず相手が実行出来たかの確認を行うも
のでもあります。
指示する優先順位がおかしかったり、指示内容が的外れであったり、指示のせいで連携が崩れてしまう場合
は、その指示が解決の道筋ではなく「指示を出すこと自体」が目的となっているケースがある。十分そこは
気を付けてください。
ポイント3は、報告・連絡・相談のポイントです。なぜこのことが大切なのかと言うと、社内で仕事を遂

行していくうえで、お客様等の仕事情報を共有し、連携を図るためにとても大事だからである。このことは
生産性の向上に直結している。
まず①報告とは、指示を受けた事柄や業務上の進捗や経過、又結果を部下が先輩や上長へ知らせること。
②連絡とは、業務関係者が業務の中で変化があった事柄に対する情報を部下、同僚、上長へ知らせること。
③相談とは、仕事上の問題が発生したときに部下が先輩、上長に意見を求めることである。
これらをしっかりとやっていれば、あるいはやらせていれば、仕事におけるやり直しや進捗などは、格段に
良くなっていくと思われます。

これらのポイント3点に関して班長・班長代理と確認し合いました。一回研修してその通りにいくとは思い
ませんが、大切なことですので全社員が理解して頂ければ嬉しく思いますし、今後このような勉強の機会を
増やしていきたく考えております。
又8月25日付で、大阪府と千葉県に対して「カーボンニュートラルゼロ」の実現に向けて、脱炭素経営に

取り組むための宣言を行うことを決定し、申請を提出しました。今後は環境委員会を発足し、そのチームが
勉強会や取り組みを推進していってもらいたく思いますし、社員の皆様1人1人が心掛けてほしく思います。
9月は大きなプロジェクトがまだまだ続きます。健康に注意して乗り切っていきましょう。
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